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DXスペシャリストの協創による日本市場でのDX推進
GlobalLogicとLumada Innovation Hub Tokyoの連携

GlobalLogic Japanの設立 

2022年4月，日本市場の顧客に向けてデザイン主導
のデジタルエンジニアリングをリードするべく，
GlobalLogic Japan(以下，「GL Japan」と記す。)が設立
された1）。

GL JapanはLumada Innovation Hub Tokyo（以 下，
「LIHT」と 記 す。）内 に オ フ ィ ス を 構 え て お り，
GlobalLogicや日立の営業，SE，デザイナー，アーキテ
クト，プログラムマネージャなど，各分野のスペシャリ
ストがLIHTに集まり，同床化することで融合を図ると
ともに，日本の顧客に対するDX（デジタルトランス
フォーメーション）推進を行っている。

GlobalLogic Japanの 
DX推進体制

GL Japanでは，GlobalLogicの持つ革新的なナレッ
ジや手法(以下，「GL-Way」と記す。)と，LIHTのDX
スペシャリストの持つ国内顧客への事業理解と対応経験
を掛け合わせた体制で取り組んでいる。案件化とデリバ

リーそれぞれのフェーズでコアとなるロールに，
GlobalLogicと，LIHTのDXスペシャリストがペアを組
む2 in the boxという体制を作り，日本市場に合わせた
プロジェクトの進め方を検討するとともに，2 in the 
boxにおける役割分担を整理している。GlobalLogicの
人財がGL-Wayを日本の顧客に提供しつつ，日本の顧
客の事業理解・対応をLIHTのDXスペシャリストがサ
ポートする形で推進している。

（1）案件化の推進体制

案件化のフェーズでは，GlobalLogicのグローバルで
の実績やケイパビリティに関心を持つ顧客からの引き合
いに対して，GlobalLogicが持つ海外市場での類似DX
実績を紹介し，日立の国内顧客との協創実績を基に具体
的な活動へ落とし込んでいく。

また，GlobalLogicに関心を持つ顧客からの引き合い
だけでなく，LIHTの顧客に対しても，顧客が抱える課
題に対してGlobalLogicのケイパビリティが有用である
とLIHTのDXスペシャリストが判断し，紹介・提案に
至るケースもある。

グ ロ ー バ ル で の 豊 富 なDX経 験 と 実 績 を 持 つ
GlobalLogicと，日本の市場や顧客のビジネスコンテク
ストに精通しているLIHTのDXスペシャリストが，互

Activities

2022年4月，GlobalLogic Japanが設立された。同社では，日本の顧客のデジタル事業を加速し，
DXを成功に導くための体制やプロセスを検討・推進している。
ここでは，デザイン主導のデジタルエンジニアリングをリードするGlobalLogicの持つ革新的なナレッ
ジや手法と，日立製作所の豊富なビジネス実績，Lumada Innovation Hub TokyoのDXスペシャリ
ストの持つ国内顧客の事業理解と対応経験を掛け合わせた体制・プロセスについて紹介する。
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いの強みを融合する体制で日本市場の顧客への提案活動
を行っている。

（2）デリバリーの推進体制

デリバリーのフェーズでは，案件化の段階でヒアリン
グした顧客の課題を基に，GlobalLogicがグローバルに
展開する39か所のエンジニアリングセンター，9か所の
デザインスタジオ(2022年11月時点)から，プロジェク
トに必要な人財を集め，GlobalLogic独自のデザイン＋
デジタルエンジニアリングのアジャイルプロセスと，
日本の顧客との協創活動・プロジェクトの推進実績を持
つLIHTのDXスペシャリストを融合させた体制を提供
している。

GlobalLogic Japanの 
案件化，サービスオファリング

GL Japanでは，案件化の段階でヒアリングした顧客
の課題の状況を基に，デザイン・エンジニアリング・デー
タサイエンスの経験・実績を組み合わせ，顧客のデジタ
ルジャーニーをエクスペリエンス中心のデザインから最
先端のテクノロジーを採用したエンジニアリング，メン
テナンス・エンハンスまでE2E（End-to-end）でサポー
トする。

具体的なサービスオファリングとしては，エンドユー
ザーが本当に求めているDXサービスを解き明かすアド

図1│�LIHTでのGlobalLogicと日立製作所のスペシャリストの協創活動の様子

図2│�案件化・デリバリーの各フェーズでの連携方法

顧客やパートナーとGlobalLogicや
日立の多様な人財をバーチャルとリア
ルでつなぎ，顧客のDXを支援する。

グローバルDXビジネスのリーディングカンパニーであるGlobalLogicのGL-Way（革新的なナレッジや手法）を日本市場に
展開し，さらに日立の豊富なビジネス実績に基づく顧客サポートを掛け合わせ，日本の顧客のデジタル事業を加速する。

注：略語説明　DX（Digital Transformation），MVP（Minimum Viable Product）
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バイザリー，描いたDXサービスに必要とされる尖った
技術をエンジニアリング力で実装するデジタルエンジニ
アリングの二つがある。また，ラボモデルもオファリン
グとして提供しており，市場の情勢や顧客の戦略・方針
の変更に応じて柔軟かつアジャイルに対応するため，ア
ドバイザリーやデジタルエンジニアリングなどの特定段
階の支援ではなく，一連のデジタルジャーニーを総合的
に支援する。例えば，必要とされるデザイン＋エンジニ
アリング力を持つGlobalLogicの人財を「DX R&D 組
織」として顧客企業の一部門のような形で参画させ，継
続的な支援を伴走型サービスとして提供する。

（1）アドバイザリー

アドバイザリーのフェーズでは，顧客のDXにおける
Innovation Sweet Spot（理想的なイノベーション）を
ユ ー ザ ー ニ ー ズ(Desirability)， ビ ジ ネ ス 成 立 性
(Viability)，技術的フィージビリティ(Feasibility)の三
つの視点から見つけ出す。このフェーズは，ストラテジ
スト・デザイナー・アーキテクト・プログラムマネージャ
の四つのロールをGlobalLogicと日立の各分野のDXス
ペシャリストから成る体制で推進する。ストラテジスト
は顧客のサービスや製品のユーザーニーズ， ビジネス成
立性， 技術的フィージビリティの全体的なバランスを維
持し，デザイナーは顧客と共に調査を行って現在の問題
点やDXの機会の領域をエクスペリエンス視点で特定す
る。アーキテクトは技術的な課題，ビジネスへの影響度

を整理し，適切な将来のアーキテクチャーを導き出す。
プログラムマネージャは，各ロールが作業に集中できる
ようにプロジェクトの課題を解決し，プロジェクトが顧
客の満足感を得られるようにマネージする。

この四つのロールが連携し，エンドユーザーへのイン
タビューや顧客とのワークショップを通じてニーズや製
品のあるべきロードマップを特定し，最小のコストで価
値を提供できるMVP(Minimum Viable Product)と呼ば
れるスコープを決めたうえで，具体的な開発計画を策定
する。

（2）デジタルエンジニアリング

GlobalLogicが提供するデザイン主導のデジタルエン
ジニアリングには，大きく分けて「システム中心のソフ
トウェア」と「ユーザー中心のソフトウェア」の二つの
分野がある。前者では，エッジデバイスから収集した現
場データをクラウドまで送り，データ活用につなげる
Chip to Cloudのシステム開発を得意とし，後者では，
エンドユーザーが使うアプリケーションやプロダクトな
どのユーザータッチポイントがある領域を得意とする。
また，AI/ML（Artificial Intelligence/Machine Learning）， 
Web3.0，メタバース，NFT（Non-fungible Token）な
どの最先端テクノロジーを単なる研究ではなく実適用に
向けて追求し，Scaled Agile Frameworkを基にしたグ
ローバルリソーシングで確実かつスピーディにサービス
提供を進めるための方法論にも磨きをかけている。

図3│�顧客のDX・デジタルジャーニーの実現に向けたサービスオファリング
GL Japanは, 顧客のDXに伴走するパートナーとして，デザイン思考による市場分析・戦略立案から開発計画，​そして 
実際に動く「プロダクト」として作ることまでサービスオファリングとして提供する。

•顧客のデジタルジャーニーをE2Eで恒常的に支援
•開発戦略の立案や開発計画の策定，デザイン&エンジニアリングおよび運用・サポートの一連のプロセスに対し，
　GlobalLogicのデザイン・エンジニアリング力を提供

•顧客とビジョン・戦略を
　アラインメントする。
•適切な優先順位を特定する。
•製品ロードマップを定義する。
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　プロダクトデザインを定義する。
•プロダクト構築用のプラットフォームを
　構築する。
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　管理，保守，運用の軌道修正を行う。
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注：略語説明　E2E（End-to-end），DX（Digital Transformation），UX（User Experience），UI（User Interface）
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案した。
この店舗観察およびインタビュー調査も，同様の2 in 

the box体制で推進する。このプロジェクトでは，ノジ
マの四つの店舗を観察し，10名のノジマ社員にインタ
ビ ュ ー を 行 っ た。 こ こ で も 日 本 側 の メ ン バ ー が
METHODのメンバーに対し，商品に貼ってあるポップ
の記載内容の確認など言語面でのサポートを行ったほ
か，日本の家電にまつわる習慣や，店舗や周辺地域の特
徴などをインプットすることで，METHODメンバーの
学習を早めた。一方METHODのメンバーは日本の習慣
を知らないがゆえ，現場に存在する違和感を見つけ出し，
本質的な気づきを提供する。

その後，店舗観察・インタビュー調査から得られた分
析を基に，店舗でのユーザー体験を高める20個の施策
アイデアを考案した。調査の1週間後には分析結果を共
有し，施策アイデアを議論するワークショップを実施し
た。その2週間後には議論を基に優先度の高いコンセプ
トに絞り込んだ施策案をノジマの野島廣司社長に提案し
た。この間ストラテジストとデザイナーに加えてアーキ
テクトが検討に参加しており，施策アイデアに対し技術
視点で実現可能性をフィードバックしている。

このようなユーザーニーズ，ビジネス成立性，技術的
フィージビリティの観点での絞り込みは，顧客が実現可
能な答えに速く辿り着くために重要なGL Japanの進め
方の特徴であり，PoC実施に対するノジマの積極的な経

デジタルエンジニアリングのフェーズでは，DX課題
の解決に必要なケイパビリティを集め，クロスファンク
ショナルなチームを組成してクラウドネイティブなソフ
トウェアの設計・実装を実現する。また，アドバイザリー
の段階から参画しているストラテジスト，アーキテクト
がデジタルエンジニアリングを見ることで，提供する
サービスが前段階で特定したニーズを満たしたものかど
うかを検証していく。

GlobalLogic Japanの 
DXアプローチ事例

GlobalLogicと日立がそれぞれの強みを持ち寄り，
日本市場の顧客へのサービス提供に向けて推進している
事例の一つに，株式会社ノジマとの協創活動がある2）。
ノジマは店舗におけるユーザー体験を高め，従業員が一
人ひとりの来店客に本当にフィットする商品をコンサル
テーションすることに集中することをめざし，GL 
Japanと共に店舗内デジタル施策を検討し，実際の店舗
で試行・検証するPoC（Proof of Concept）に取り組ん
でいる。

こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は，「ス ト ラ テ ジ ス ト」を
GlobalLogicの戦略的デザイン事業ブランドである

「METHOD」とLIHTのデザインストラテジスト，「デ
ザイナー」をMETHODとLIHTのエクスペリエンスデ
ザイナーが担い，2 in the boxの体制で参画している。

家電を購入するユーザー体験自体が北米と日本では大
きく異なるため，ノジマの店舗も接客の仕方も，
METHODにとっては未知のものだった。そこで日本の
メンバーがMETHODのメンバーに対し，ユーザーとし
て自身が受けたノジマの店舗での接客などを例に，ノジ
マが大事にしている接客の仕方をストーリーテリングす
ることから共同作業が始まった。

GL Japanは顧客とのDX推進を開始する前に，顧客
の課題をよく聞き出し，DXのゴールを設定するための
ワークショップを実施する。議論の中でノジマからは
DXで実現したい三つの観点が提示され，GL Japanは
議論を通じてアドバイザリーをどのステージから開始す
るべきかを判断し，店舗観察とインタビュー調査を含む
調査分析から開始する「Stage2 Desirability Led」を提

図4│�GL Japanのアドバイザリーステージ
顧客のビジネスの方向性の探索から市場分析やターゲット分析，最適な製
品／サービス開発に向けた​戦略の立案，詳細の開発計画まで大きく四つの
ステージに分け，顧客の状況に応じたステージからアドバイザリーを開始する。
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ビジネスの方向性
Stage 1

Desirability Led

市場&顧客分析
Stage 2

Feasibility Led

開発戦略立案
Stage 3

Agile Implementation Plan

アジャイル開発計画
Stage 4
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営判断へとつながった。本プロジェクトは2022年12月
の時点で継続中であり，実店舗でのデジタル施策の検証
が始まっている。

GL Japanは，人財，経験，ビジネスフットプリント
など，GlobalLogicと日立のさまざまな強みを，日本市
場の顧客の課題解決にフィットするよう掛け合わせてプ
ロジェクトを提案する。既に金融など複数の業種で，
日本市場の顧客のDX実現に向けたプロジェクトを開始
している。

今後の展望 

日立グループが一丸となって日本市場のDXを加速
し，社会課題の解決に取り組む中，GlobalLogicと
LIHTのDXスペシャリストはLumadaの旗印の下，案
件を通じて各種の融合を進めてきた。

今後は事例共有などで日立内でのナレッジ展開も進
め，顧客にとって最適な形での協創活動，日本市場の
DX推進を支援していく。

謝辞

本稿で述べた株式会社ノジマとの協創活動においては，店舗視

察やワークショップの実施などさまざまな面でご協力を頂いた。

また，野島廣司社長をはじめとする店舗の方々および関係各位よ

り多くのご支援を頂いた。深く感謝の意を表する次第である。

図5│店舗調査とアイデア検討ワークショップの様子
店舗調査では，METHODメンバーとLIHTのスペシャリストが店舗に対する理解を深めることにより，DX変革の施策アイデ
アの候補を探索した。​アイデア検討ワークショップでは，GL Japanにて検討した施策アイデアの素案を基に意見を交換し，
施策案の優先順位付けを行った。

赤時 秀典
日立製作所 アプリケーションサービス事業部 
GL Japanビジネス推進本部 プロジェクト推進部 所属
GlobalLogic Japanのビジネスを推進するストラテジスト
兼顧客エンゲージメントマネージャとして， 日本国内の顧
客に向けたDX実現に向けたサービス提供に従事

赤司 卓也
日立製作所 デジタルシステム＆サービス統括本部 
社会イノベーション事業統括本部 
Lumada CoE Design Studio所属
Chief Design Strategistとして，Lumada Innovation 
Hub Tokyoでのデザインを戦略的に活用した社会イノ
ベーション事業創生に従事するとともに，GlobalLogic 
Japanのビジネスを推進するストラテジストとしてDX案件
推進に従事

熊川 直孝
日立製作所 デジタルシステム＆サービス統括本部 
社会イノベーション事業統括本部 
Lumada CoE DX協創推進部 所属
DXコーディネータとして日立の持つケイパビリティをつな
ぎ，顧客のDX推進の各種支援に従事

参考文献など
1）日立ニュースリリース，グローバルでの日立グループ全社の

デジタル事業の加速に向け，体制を強化（2022.4），  
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/04/0401a.
html

2）日立ニュースリリース，ノジマ，日立グループのGlobalLogic
のデジタルエンジニアリングを活用し，デジタルトランス
フォーメーションを加速（2022.6），  
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/06/0609.
html

3）社会をデジタルで変えていくために 世界のDXパートナー
GlobalLogic社の取り組み，日立評論，103，6，617～620

（2021.11），  
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/06/
gir/index.html

4）サービス＆プラットフォーム，日立評論，104，1，15～28
（2022.1），  
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2022/01/ 
03/index.html

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/04/0401a.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/04/0401a.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/06/0609.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/06/0609.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/06/gir/index.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/06/gir/index.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2022/01/03/index.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2022/01/03/index.html

